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た傾向を示している．すなわち，観測地点で液状化が発生した場合は，液状化が発生する

以前は卓越振動数が高振動数となっているが，液状化が発生した直後に振動数特性が変化

し，卓越振動数が急激に低振動数になる．そのために卓越振動数の時間変化を表すグラフ

では，高振動数であった卓越振動数が急な傾きを描いて低振動数になっている．一方，観

測地点付近の地盤の軟化現象による影響や，観測地点の地盤が軟弱であったために強震記

録が長周期化した場合には，液状化地盤で見られたような振動数特性の急激な変化は見ら

れず，最初から卓越振動数は低振動数であり変化はほとんど見られない．これらの傾向の

違いにより液状化地盤と非液状化地盤の違いが判別できるものと考えられる．

2－4液状化判定指標の提案

2－4－1上下／水平比による解析結果の数量化

これまでの解析結果より，液状化地盤では水平加速度が最大値を示した時刻以降の上下

／水平比が大きくなることが明かとなった．そこで，液状化地盤を検知するための指標と

して，上下／水平比の最大値を用いることにし，それを「最大上下／水平比」と呼ぶ．こ

の際にも，地震動の初期段階は液状化の有無に関わらず上下成分が大きくなることが分かっ

ているので，水平加速度が最大値を示した時刻以降の最大値を用いることにする．

図2-58に代表的な観測地点での最大上下／水平比を示す．これらの地点における液状化

の発生に関する報告をまとめると表2.'のようである．これを見ると，液状化地盤の最大

上下／水平比が非液状化地盤の値よりも大きな値を示していることがわかる．そこで，他

の観測地点での最大上下／水平比も比べたところ，海洋型地震の値が直下型地震の値に比

べると小さな値を示すものの，液状化が起こった，もしくは付近に噴砂跡などがあり地盤

が液状化ないしは軟化した可能性のある地盤では，最大上下／水平比が2.0以上になって

いることが明かとなった．

以上より，最大上下／水平比が2.0未満の場合には地盤が液状化している可能性は低く，

2.0以上の場合には液状化した可能性が高いと考えられる．

2－4－2フーリエスベクトルによる解析結果の数量化

これまでの解析結果より，液状化地盤では加速度波形が長周期化するために，液状化地

盤のフー'ノエスペクトルは，非液状化地盤のそれと比べると低振動数成分が卓越している

ことがわかった．

そこで本研究では，フーリエスペクトル全体の面積と低振動数成分の面積との比をとる

ことによって，液状化地盤と非液状化地盤の違いを定量的に捉えることを試みる．すなわ

ち，「フー'ノエスペクトルの低振動数成分の面積／フー'ノエスペクトル全体の面積」を
「フー'ノエスペクトル面積比」とした．もし地盤が液状化して，加速度波形が長周期化し

たならば，フー'ノエスペクトルの低振動数成分が卓越し，フー1ノエスペクトル面積比が大

きくなると予想される．
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合，乱数（ただし，0～’までの値をとる）を与え，破損の発生する確率を下回ったときに

その管路は破損したものとして流量解析を行う．このとき，大破損小破損の発生する確

率をそれぞれRとする．一般に，地震による管路の破壊はポアソン過程に従うとされてい
る．したがって，それぞれの破壊確率を次式で表すことができる．

β③=i℃"い小叩冬"'l'■三竿"いゞ 1，4‘，
R(s)=叩帆L)善竿帥仏L)

（4-2）

ここで,Bは大破損が発生する事象,Sは到破損が発生する事象,Lは管路長(km),Dp,

Dqはそれぞれ大破壊小破壊の被害率（箇所/km),nは小破壊がn箇所以上発生すると
大破損になることを表している．本研究では尾,Dqとして，ともに被害率を用いることに
する．

本研究では，上述の破壊確率を各管路に与え流量解析を行い，各節点において必要な水

量を取り出すことができるかを判断し，必要水量を取り出すことができなければ，その節

点は，そこに水が流れてくるまでの管路においての地震による破壊の影響を受けていると

する．これを多数回のシミュレーションを行い，節点の影響度を求める．これを次式で定

義する．

〆,=等 （4.3）

ここでRiは節点jにおける影響度,N'は節点jにおいて必要水量の水を取り出せなかった
シミュレーション回数，Nはシミュレーションの回数である．

なお，流量解析にあたっては各節点のエネルギー位を未知数として解析する手法である

エネルギー位法を用いた．これは，各管路の流量を未知数として解析する手法である流量

法に比べて，漏水の取り扱いが容易であることによる．

4－2－2モニタリング位置の重要度評価

まず，上水道管路網におけるモニタ'ノング位置を決める評価指標を設定する．地震によっ

て上水道システムが物理的破壊を受け，システムとしての機能を満たさなくなったとき，

断水による影響が大きいものを以下に示し，これらの中で地震発生直後，特に緊急に水が

必要となると考えられるものを評価指標として取り上げことにする．地震発生時に断水カヨ

起こることによって住民が受ける影響，あるいは緊急対応，復旧活動に及ぼす影響を以下

に示す．

(a)飲料水について

地震発生直後の混乱期の数日間においては，被災した住民の生命維持を図ることが最優

先となる．水は人が生きていくためになくてはならないものであるので，被災者の生命を

守るために，水の確保は最重要事項である．また，被災時に住民は指定の避難所に集まる

-50.





i:節点番号

j:要因（評価指標）の種類（人口など）

Ri:式(4･3)による，節点iでの水が流れてこない影響の大きき

x〃：節点iでの要因（評価指標）ノの大きさ
ykj:各要因jによる管路kの重要度
〔要因影響度〕〃：節点jでの要因jによる影響度の大きき
〔累計した〔要因影響度]"]k:[要因影響度〕〃を下流端から上流に遡って累計

した管路kでの累計影響度｛

〔累計した節点数]k:節点の数を下流端から上流に遡って累計した管路kでの累計
節点数

重要度J/kjを求める式(4-5)については，どの管路において下流側に及ぼしている影響
が大きいかを見るために要因影響度を下流端から累計した．ただし，累計においては，下

流端の節点から上流側の節点に遡って累計した値を節点での累計値とし，節点の上流側に

ある管路の累計値をその節点での累計値と同値とする．節点に接続する上流側管路数が複

数の場合は，累計値をその数で除し，それぞれの管路に振り分けるものとする．また，累

計した節点数の多さによる偏りをなくするために，累計した値を累計した節点数で除し節

点数について平均化した．

上水道システムは，需要者，すなわち住民一人-一人に清浄な水を配水することが本来の

機能である．地震時にシステムが損傷を受け，機能的破損を受けたときにもできるだけ早

く破損個所を修繕して，住民に清浄な水を配水するという本来の機能を回復する必要があ

る．しかし，地震時に緊急に必要となる医療用水や消火用水などは行政担当者のそれぞれ

の役割によって重要と考えるものが違ってくるものである．そこで本研究では，モニタリノ

ング位置を決定するために，まずそれぞれの評価指標を対象として，数値化した重要度を

別々に評価し，つぎに，総合的に見たときの重要度を評価することにする．

式（4-5）で得られる対象とした評価指標ごとの重要度(J'j<j）に，被害を受ける可能性
の高い，すなわち被害率の高い管路をモニタ↑ノングすることによって早期復旧，被害拡大

の抑制につながるという観点からykﾉに管路kの被害率Dk(箇所/km)を掛けてykj'とする．
評価指標による重要度は単位も大きさも異なるので，無次元化してオーダーをそろえるた

めに，管路kの重要度(yk/')をそれぞれの指標ごとの最大値で除し，全指標の最大値を1
とした．

グ

ルール×Dﾙ (4.6）

卿

，
，
．
〃

ｊ

Ｊ管路ﾙでの評価指儲による重要度

恥=耐礪蕗ごさお詳砺言齋による蓬調
(4-7）一

一

(0≦I'l'三l)
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難場所，を対象とする．なお病院については，個人の小規模病院から国立病院のような大

規模病院まで大小さまざまな病院が存在しているが，災害時に確実に機能を果たすことが

期待されている公的な病院を対象とした．これらの評価指標に関連する病院の病床数，指

定避難所面積，特別消防区域世帯数を，金沢市地域防災計画7)から抜粋して表4-6～表4．8

に示すとともに，各ノードの評価指標値を表4~9に示す．

4－3－4金沢市における重要度評価

金沢市の上水道幹線配水本管を対象として重要度評価法のケーススタディを行う．適用

に当たって以下の資料を収集した．上水道関係では，上水道管路網図'），給水状況2）な

ど，人口は金沢市の情報統計課資料4)より人口を，金沢市の防災計画7)より病院・特別消

防区域世帯数．避難所面積を，地盤関係としては，金沢市のボー'ノングデータ，地盤図8）

などの資料を収集整理し，解析に用いた．

まず，金沢市上水道配水管路網について，地震時における流量解析3〉をモンテカルロ・

シミュレーション法を用いて行い，水の取り出せない程度，すなわち，影響度の評価を行っ

た．図4．2，図4.3は，金沢市の下に存在すると考えられている森本断層が活動した場合を

想定し，管路特性，地盤特性，管路網のネットワーク特性などを考慮して流量解析を行っ

た結果である．同図における影響度のランクは，前述したように全ノーFの影響度の平均

値解と標準偏差ぴを用い，影響度が浮十ぴ×2以上の場合をランクAとし，〃＋ぴ以上解

十｡×2より小さい場合をランクB,"+αより小さい場合をランクC,鰹より小きい場合
をランクDとした．

同図によれば，地震時においては上水道管路網の末端ノードにおいて水が流れてこない

可能性が高い，すなわち，影響度が高いランクAとなっている．上水道管路網において末

端ノードのランクがAとなったのは，上水道は自然流下方式で全給水区域に配水している

ため，配水場より遠い位置のノードは水が供給されにくくなるためである．すなわち，末

端付近のノードは，上流側で管路が破損し漏水が発生すると水圧が下がり，水が流れてく

る可能性が低くなることが,つの原因であると考えられる．また，末端付近のノードは上

流側の,つの,ノンクに依存しているため，この'ノンクが破損した場合に水が流れてこなく

なると考えられる．これに対し，金沢市の中央部や上流側は，管路網のネットワークがル

ープを形成しており，，箇所の'ノンクが破損しても別ルートからの水の供給が可能である

ため比較的安定した水の供給がなされていると考えられる．一般に管の口径が小さいほど

被害を受ける可能性は大きくなるが，下流地域においては管径が小ざなものを用いられて

いることも影響度が高くなっている1つの原因であると考えられる．

石川県地盤図集8)によれば,JRより北西地域は河川の氾濫により形成された沖積地で形

成されており,剛直50以上の基盤が北西（日本海側）にいくほど深い位置にあるので，地

表面は比較的軟弱な地盤であるといえ，液状化危険度は高いと考えられる．ボー'ノングデ

ータより管路力ざ埋設されている地盤の液状化指数PL値を算出すると,JRより北西地域の液
状化危険度はかなり高くい、一般に，埋設管路は埋設地盤の液状化によって破損を受ける

可能性が高いので，その影響で北西地域の'ノンクの被害率が高なり，北西地域で水の流れ
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てこなくなる影響度が大きく:なっていると考えられる．

ノードに水を供給する上流側の1ノンクが1つであるノードや末端ノードの影響度が高く

なることは前述したが，ノード6は'ノンク8の1つの'ノンクに依存しているにもかかわらず

影響度のランクは低くなっている．これは，]ノンク8の管路は比較的強固な地盤である小

立野台地に埋設されているため，管路の破損する確率が低くなっているためと考えられる．

JR付近の北西側と南東側を比較すると，町の中心部である南東側の地域で影響度が高く

なっている．これは，金沢市は主にノード番号70の配水場からの配水，71～74方面から

の配水，76，77からの配水と3系統からの配水によって市内全域に配水されているが,JR

より北西の地域はこの3系統すべてに依存しているため，3系統のうち1系統が残っていれ

ば被害を受けた場合でも機能低下が最小限に抑えることができ,､影響度は比較的低くなる．

これに対して南東の地域は，主に71～74方面からの配水の1系統だけに依存しているため

に，この系統が破損を受けて水が供給きれなくなると，他系統で代替ができなくなるため

影響度のランクが高くなっていると考えられる．

以上のことより，金沢市では下流地域の方が管路網が破損する可能性が高く，上流地域

では機能低下の可能性は小きく，配水場で供給を監視していることも考えると，上流地域

よむも下流地域においてモニタ'ノングが必要であると考えられる．

4－－3－5各評価指標を用いたモニタリング位置の考察

上水道管路網における，最適なモニタ'ノング位置を人口分布，病院の位置，指定避難所

の位置特別消防区域に指定されている区域などの評価指標を考慮し，リノンクの重要度を

数値化して推定した評価指標別の重要度について考察する。図4-4～4-11にそれぞれの評

価指標についての重要度評価の結果を示す．

人口分布を評価指標として考慮した重要度評価結果を図4-4,図4．5に示す．重要度がラ

ンクAとなったのは主に末端付近の'ノンクである．金沢市の人口分布は，市の中心部（金

沢駅の南東の商業地域）以外，市の全域に人口集中地域が点在しているが，重要度の高い

'ノンクはJRより北西地域に見られる．これは，上流地域や市の中心地域では人口集中地域

が隣接しているため管路網がループ化されていること，3系統の配水経路より配水されて

いるため1系統力鞁損しても他の系統より配水することができること，上流地域は比較的

地盤がよく，また口径の比較的大きい管が使われていること，などの理由により上水道シ

ステムの破損の影響度が低いため，上流地域では人口が集中していても影響人口が小言い

くなり，！ノンクの重要度が低くなっていると考えられる。これに対し，下流地域において

は，人口集中地域が点となって分布しているため，1つの'ノンクに依存する可能性が高く

なり，その'ノンクの破損による影響が人口集中地域に現れ，そのノードの上流側のリンク

の重要度が高くなっていると考えられる．以上のことより，人口分布を考慮した重要度評

価結果によれば，最もモニタ】ノングすべきであると考えられる'ノンクは55であると考えら

れる．

病院の位置を考慮した'ノンクの重要度を図4.6,図4.7に示す．対象とした病院は，地震

時においても確実に機能を果たさなければならない公的な病院であり，病床数で病院の重
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要度を表した．モデル化した管路網上では，ノード番号6，8，10，21，25，56，65の位
置にそれらの病院が存在している．同図より，6，21，65の上流側'ノンクで重要度が高く

なっていることがわかる．これらのノードは上流側の1つの'ノンクに依存しているため'ノ

ンクの重要度が高くなっていると考えられる．また，リノンクsは比較的地盤のよい小立野

台地上にあるため影響度が高くないにも関わらず重要度が高くなっているのは，ノード6

には規模の大きな国立病院と金沢大学付属病院が存在するためであると考えられる．リノン

ク68，62で重要度が高くなっているのは，リノンクの受け持つ重要度は2方向に分散されて

はいるが，ノード65の病院の存在の影響が大きく現れているものと考えられる．また，ノ

ード21の上流側のリンク37において重要度が比較的高くなっているのは，1つの'ノンクに

依存していることと地盤が比較的軟弱であるために破損する可能性が高いことが原因であ

ると考えられる．これらのことより，病院位置を考慮した際の最適なモニタ}ノング位置と

考えられるのは8または63であると考えられる

避難所の位置を考慮に入れた重要度評価結果を図4-8,図4-9に示す．避難所として，金

沢市の防災計画によって指定されている指定避難所を対象とし，避難所の面積を評価指標

とした．その結果，面積の広い避難所が存在しているノード（例えば，ノード45の中央卸

売市場，ノード12の総合運動公園）の上流側'ノンクで重要度が高くなった．

特別消防対策区域の木造建築物世帯数を考慮した重要度評価結果を図4-10,図4-11に示

す。金沢市は非戦災都市であるという歴史的条件から，市中心部を主として多くの木造建

築物が残っている．地震時に火災の発生する可能性の高い地域は市中心部に点在している

が，市中心部は管路網のループ化が整備されているため影響度は小さく，モニタ'ノングの

必要性は薄いと考えられるが，重要度も小さく評価されており，良い対応を示している．

これに対し，ノード40,51は末端付近の節点であり管路破損の影響が大きく，水が流れ

てこないと消火活動に支障をきたすので，モニタ}ノングすることが重要であると考えられ

る．ノーF52の上流側'ノンクにおいて重要度が高くなっているのは，木造建築物が最も集

中している地域であるからと考えられる．地震時には大規模な火災が発生する可能性は高

いので，木造建築物が密集している地域に消火用水が供給されているか否かを知ることは

極めて重要である．

4－3－6総合評価によるモニタリング位置の考察

前節では，各評価指標ごとによる'ノンクの重要度評価を行い，－評価指標のみを用いた

場合の最適なモニタ1ノング位置を推定した

人口分布と防災拠点の位置（病院の位置，避難所の位置，特別消防区域）を総合的に考

慮した管路網の重要度評価の結果を図4.12,図4.13に示す。図4-13によれば，重要度が

高くなっている'ノンクがJRより北西地域に集中していることがわかる．これは，地震時に

は管路網の破壊の影響が下流側になるほど蓄積きれて，下流側ノードになるほど水が取り

出せにくくなるためである。また金沢市では，下流地域は地盤が軟弱であるため管路網が

破損しやすいということに加えて，管相互の連絡によるループシステムが上流側ほど整備

されておらず，1つの'ノンクの破損の影響が大きくなるため下流側地域における影響度が
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評価指標

飲料水
●－●■●●凸ﾛ◆●●

医療用水

消火用 水

表4－1評価指標
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表4－2ランク分けのマトリクス表示

重要度ランク
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ノード条件（その1）表 4-3
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ノ ー ド
地盤高

(m)

管中心高

(m)

人口

(人）

需要 水量

(m3/SeC)

許容取り出し水量

(m3/sec)

1人1日3L水量

(m3/SeC)
1 80．0 78．0 3．004

ダ

1.547E-02 1.879E-02 1.043E-04

2 80．0 78．0 1.713
グ

8.822E-03 1.072E-02 5.948E-05

句
』 76．0 74．0 3，228 1.663E-02 2.019E-02 l.121E-04

4 60.(） 58．0 9．567
グ

4．927E-02 5.984E-02 3.322E-04

5 69．0 67．0 3,179 1.637E-02 1989E-02 l.104E-04

6 570 55．0 4．037
夕

2.079E-02 2.525E-02 1．402E-04

7 105.0 1030 3，674 1.892E-02 2.298E-02 1.276E-04

8 46.(） 44．0 4．703
グ

2.422E-02 2.942E-02 1.633E-04

9 430 41.0 9．833
〆

5.064E-02 6.151E-02 3．414E-04

10 40．0 38．0 4．987
グ

2.568E-02 3.119E-02 1.732E-04

l1 52．0 50．0 16.091
〆

8.287E-02 1.007E-01 5.587E-04

12 21.0 19.0 10.242
ダ

5.275E-02 6.406E-02 3.556E-04

13 17.0 15.0 4，341
ゲ

2.236E-02 2.715E-02 1.507E-04

14 13.0 11.0 6，113
ダ

3.148E-02 3.824E-02 2.123E-04

15 16.0 14．0 7，004 3.607E-02 4．381E-02 2．432E-04

16 13.0 110 8，020 4.13IE-02 5．017E-02 2.785E-04

17 19.0 17.0 957 4.929E-03 5.986E-03 3．323E-05

18 27．0 25．0 8，570
グ

4.414E-02 5.361E-02 2.976E-04

19 35．5 33．5 12，949
グ

6.669E-02 8100E-02 4.496E-04

20 420 40．0 7.781
グ

4007E-02 4.867E-02 2.702E-04

21 30．0 28．0 2.153
J

l.109E-02 1.347E-02 7.476E-05

22 35．0 33．0 10.199
グ

5.253E-02 6.380E-02 3.541E-04

23 23．0 21.0 7．577
J

3.902E-02 4.740E-02 2.63IE-04

24 13.0 11O 3，562 1.835E-02 2.228E-02 1.237E-04

25 10.0 8．0 4,167 2.146E-02 2.607E-02 1.447E-04

26 12.5 10.5 3,001 1.546E-02 l877E-02 1.042E-04

27 17.0 15.0 5,991 3.086E-02 3.747E-02 2.080E-04

28 22．0 20．0 1．279
ゴ

6.587E-03 8.000E-03 4.441E-05

29 15．0 13.0 2．577
グ

1.327E-02 1.612E-02 8.948E-05

30 15.5 13.5 8．559
〆

4.408E-02 5.354E-02 2.972E-04

31 9 0 7．0 2，810 1.447E-02 1.758E-02 9.757E-05

32 90 7．0 2．339
Fの

1.205E-02 1.463E-02 8.122E-05

33 9．0 7．0 7.635
グ

3.932E-02 4.776E-02 2.651E-04

34 50 30 2．343
〆

1.207E-02 1.466E-02 8.135E-05

35 4．0 2．0 7．327
J

3.774E-02 4583E-02 2.544E-04

36 20 0．0 2.104
グ

1.084E-02 1.316E-02 7.306E-05

37 7．0 5.(） 12.978
ジ

6.684E-()2 8.118E-02 4．506E-04

38 8．0 6．0 12.178 6.272E-()2 7617E-02 4.229E-04

9 6．0 40 16.168
夕

8.327E-02 1.011E-01 5.614E-04

40 3．0 1.0 15．345
グ

7.903E､)2 9.598E-02 5.328E-04



ノ 一 ド
地盤高

(m)

41 50

42 3.0

43 7.0

44 8.0

45 70

46 7.0

47 8.0

48 4.5

49 22．0

50 20．0

51 22．0

52 1S.0

53 25．0

54 25．0

55 8.5

56 12.0

57 9.5

58 5.0

59 4.0

60 4.0

61 8.5

62 3.5

63 2．5

64 7.5

65 3．0

66 1.5

67 1.0

68 50

69 2,0

70 62．0

71 130.0

72 105.0

73 125．0

74 85．0

75 75．0

76 80．0

77 80．0

合計

表4.3ノー‐ド条件（その2）

管中心高

(m)

3.0

3.0

5.0

60

5.0

5.0

6.0

2.5

20．0

180

20．0

130

230

230

65

10.0

7.5

3.0

2．0

20

6.5

l5

0.5

S5

10

-0.5

-1.0

3.0

0.0

60．0

1280

103.0

123.0

83．0

73．0

78．0

78．0

人口

(人）

1,940

1,979

1,125

3,900

1,116

5,774

2,240

10,852

4，605

5，909

8，576

11.842

1,947

3,876

3，076

4,689

9,172

8,451

3，336

6，366

1,324

5,621

79

2,263

10,063

2,181

l_103

8,11S

591

0

0

0

0

0

0

0

0

394．596
〃

需要水量

(m3/sec)
9991E-03

1.019E-02

5.794E-03

3.039E-02

5"748E-03

2.974E-02

l.154E-02

S.589E-02

2.372E-02

3.043E-02

4.417E-02

6.099E-02

1.003E-02

1.996E-02

1．584E-02

2.415E-02

4.724E-02

4.353E-02

1.718E-02

3.382E-02

6.819E-03

2.895E-02

4.070E-04

1166E-02

5.183E-02

ll23E-02

5.68IE-03

4.l79E-02

3.044E-03

0.000E+00

0.000E+00

0.000E+00

0.000厘十00

0.000E+00

0.000E+00

0.000E+00

0.000E+00

2.032E+00

-77‐

許容取り出し水量 1人1日3L水量

（rn

3

/sec) (m3/sec)
1.214E-02 6.736E-05

1.238E-02 6.872E-05

7037E-03 3.906E-05

3691E-02 2.049E-04

6981E-03 3.875E-05

3.612E-02 2.005E-04

1.401E-02 7.778E-05

6788E-02 3.768E-04

2.881E-02 1.599E-04

3.696E-02 2．052E-04

5364E-02 2.978E-04

7.407E-02 4.112E-04

l.218E-02 6.760E-05

2.425E-02 1.346E-04

1.924E-02 1.068E-04

2.933E-02 1.628E-04

5737E-02 318SE-04

5286E-02 2.934E-04

2.087E-02 l.158E-04

4.107E-02 2.280E-04

8.282E-03 4.597E-05

3516E-02 1.952E-04

4.940E-04 2.740E-06

1.416E-02 7.858E-05

6.295E-02 3.494E-04

1.364E-02 7.573E-05

6.899E-03 3.830E-05

5.076E-02 2.818E-04

3697E-03 2.052E-05

0,000E+00 0.000E+00

0.000E+00 0.000E+00

0.000E+00 0．000E+00

0.000E+00 0.000E+00

0000E+00 0.000E+00

0.000E+00 0.000E+00

0000E+00 0.000E+00

0000E+00 0.000E+00

2468E+00 1370E-02



表4－4配水場のH.WL、L.WL

リンク条件（その1）表 4-5

-78-

ノ ー

や
、 番号 配スく場名 H.W.L LWL エネルギー′

I』一

lﾉー

70 若 松 7170 6700 69350

71 館 I」 129.10 12510 127100

72
一

ノ 桑
一

心 106.95 102.55 104750

73 灌島野川 12500 121.00 123.000

74 犀 川 83．60 78.10 80．850

75 野 田 66．45 62.60 64525

76 四 一万高区 91.60 87．30 89.450

77 四
ー

一

万 に。 66．45 60．45 63.450

リンク

番号

上流側

ノ ー ド

下流側

ノ L一一一 ド

管路長

(m)

管径

(mm)

1 72 1 650．0 350

2 71 2 1.050.0
〆

350

3 I 2 575．0 450

4 1 4 1.150.0
ジ

450

5 2 3 1,000.0 450

6 3 4 625．0 350

7 3 5 1,000.0 300

8 5 6 950．0 300

9 5 4 1.100.0
グ

350

10 3 49 1,875.0 300

l1 7 1 1，050．0
づ

350

12 73 7 750．0 900

13 4 8 2－825．0
ゲ

350

14 4 22 1，025．0
〃

1000

15 22 23 1.025.0
グ

1000

16 74 4 1,550.0 1000

17 8 9 675．0 300

18 10 8 1,000.0 350

19 10 13 550．0 900

2(） 11 l() 875．0 1000

21 1l 12 2－750．0 6()0

22 12 13 1.7000
グ

600

23 13 14 725．0 900

24 16 14 525．0 900

25 15 16 1.550.0
〆

1650

リンク

番号

上流側

ノ ー ド

下流側

ノ ー ド

管路長

(m)

管径

(mm)

26 13 14 1,150.0 450

27 17 12 712.5 600

28 17 15 600．0 1650

29 18 17 1,350.0 400

30 l8 17 1,350.0 1650

31 19 18 1,300.0 400

32 19 18 1,300．0 1650

33 20 19 425．0 1650

34 77 20 475．0 1650

35 76 19 400．0 400

36 15 21 1,375.0 350

37 18 21 1,262.5 350

38 75 11 650．0 1000

39 14 30 1，675．0
夕

900

40 33 34 2．375．0
グ

600

41 30 31 1000.0 0．70

42 31 32 400．0 0．60

43 32 38 825．0 0．40

44 32 33 675．0 0．60

45 33 34 2375．0 0．60

46 34 36 1625.0 030

47 34 35 1950.0 0．35

48 33 37 1475.0 1.20

49 44 33 1l00.0 1.20

50 31 44 1012.5 0．60



表4－5リンク条件（その2）

４
－
８

一一一一一ー－

-79-

リンク

番号

上流側

ノ ー ド

下流側

ノ ー一

『●

ト
0

管 路長

(m)

管径

(mm)

S1 47 44 12230 0．90

52 44 43 450．0 0．60

53 43 87．5 0．45

54 43 39 775．0 060

55 39 40 2500．0 0．35

56 40 41 1712.5 ()35

57 42 40 17750 0．45

58 45 43 287．5 0．45

59 46 45 525.() 0．60

60 46 45 312.5 1.00

61 46 39 525．0 0．50

62 39 48 1350.0 0．60

63 48 65 1673.0 0．40

64 65 66 2025．0 0．40

65 67 66 1500.0 0．30

66 66 68 13500 0．40

67 69 66 2100.0 030

68 64 48 700．0 ()60

69 46 64 13750 0．50

70 47 64 1223．0 0．35

71 47 46 312.5 0．50

72 70 50 1825.() 0．90

73 50 51 400．0 0．40

74 50 52 170().0 0．90

75 52 56 1525.0 0．60

76 52 55 12250 0．45

77 33 52 l4
ー

.(） 0．45

78 56 うぅ 1225,0 0．30

79 56 57 13000 0．60

80 61 1425.0 035

リ
〆 ンク

番号

上 流 側

ノ 全一

今
、

、
０
ト
ー
８
０

一

F流側

ノ ■ー一 ド

管路長

(m)

管径

(m)

１
－
２

８
－
８

57

57

61

58

1,350.0

1,150.0

0．3

0．4

83 61 58 1,700.0 0.35

84 58 59 3，850．0 0.3

一一一一一一

85
－－

86

58

61

60

62

3，325．0

2，625．0

0．35

035

87 62 63 2．575．0
グ

0．3

88 64 61 1.8000
ノ

0.6

89 55 64 l.000.0
グ

045

9(） 25 SS 1.425.0
ゴ

0.5

23 53 700．0 0．6

53 54 450．0 0．3

24 1,575.0 I

28 700．0 0.5

25 925．0 0．50

26 850.0- 0．30

27 875．0 0.30

29 275．0 0．30

29 500．0 0．40

26 525．0 0．35

25 300．0 0．35

47 300．0 0．50

69 1225.0 025

67 2150,0 0．25

41 1700.0 0．25

35 1875．0 0.25

38 450．0 0．25

91

92

93

94

96

97

98

99

10()

101

102

lO3

104

105

lO6

107



表4－6病院別病床数

病院名

国立金沢病院

金沢大学医学部

付 属病院

石川県中央病院

金沢市立病院

金沢赤十字病院

済生会

石川総合病院

鳴和総合病院

国家公務員共済

組合北陸病院

計

所在地

石引

宝町

南新保町

平和町

三馬

本町

大樋町

泉ヶ丘

-80-

病床数

765

792

66(）

360

300

260

250

150

3，537



表4－7指定避難所

面積(ha) 在避難

上荒屋第

名
一
園
園

一
公
、
、

地
一
屋
一
呈
鉾
一
力

地 所
一
上
一
高
一
玉

一

一一

芒
ル
ー

童
一
公

児
一
央

一
一

0.l
－－一一一一一‐－

11

一

米 丸中

玉鉾

東力あす）

一 一一一

公 園

の森公園

l.2

0．8

－

なる
一 速__－ 一

追
田

心Ｔ
一Ｊ

一
可
叫

町
一
町
一
町
一
目
一
目
一
目
一
町
一
和
一
町
一
町
一
町

F1美

金大工学部グラ ン
一

美術工芸大

ド
ー
学
一
一
一
校

大
一
夕
一
学

健セン夕一

六中学校

和 中学校

央卸売市場

田中学校

I市立工業高校

石中学校

保
一
兼
一
鳴
一
中
一
長
一
金
一
令

県
一
元
二
尾

市
石
野
一
崎
崎

田

沢
・
一

二二二吾二1薑=亟菫
浅 野川一一中学

一

崎第一 公

崎－－－ｺﾆｰ
、、〃

中 一二一

央
一
動

中
一
運

越
一
越

衣
一
仁

公
一
公

－－

l5HZjIIm1.5閥川公
一一

中央公
一 一｡－

、グー

広RI1

城 北

駅

長坂
、し

二一と一

剛

み は 園
一
園
一
園

し公ら
－ー一

が 丘
一
公

公
一

一
ぎ
一

己
一

丘
ら
一せ

一
汗

せ狽
一
地 ご

泌
誤
、

一
〆 ;霞 "、辰 ().（

-81－



表4－8特別消防区域世帯数

-82-

特別消防対策

区域名称
世帯数

増泉1丁目 339

野町2丁目 358

野 町1 丁目 51

寺町4 丁目 166

寺 町 205

菊川2丁目 176

石引2丁目(1) 108

石引2丁目（2） 123

石引3丁目（3） 82
一

扇 町 174

横山町 暁町 271

材 木町 172

中央通 町 311

長土塀2，3丁目 255

堀 川町 408

瓢 箪町 194

瓢箪町、笠『了町 238

尾張町2丁目
句句

』.，

東 山1丁目 679

歩
一

匙 山 2 丁 目 425

I」の 上町 250

森山 1丁目 551
ー

夕～ 山3
一

ヨ

一 一

目 290

小 橋町 209

昌 永町 140

金石西1丁目 267

金石西2 ］
一

目 182

金 石西 3］
一今

目 88

金石西41
一

目(1) 134

金石西4丁目（2） 143



表4－9ノードにおける評価指標値（その1）

-83‐

ノード番号 対象地域 人口 病床数
避難

〈

訴曲

,a)

積 紬
撒

1 涌波 3.004
グ

0 0 0

2 一
一 7情一

一 く 1,713 0 0 0

3 小立野1,2丁目 3,228 0 8.3 0

4 三ロラ訴町、

一
、
一 Zラ§ﾛ町、 一一屋町 9,567 0 1.8 0

5 小立野3,4,5
一

目 3,179
ダ

0 4.7 0

6 石弓 、 宝町 4,037 1,5
タ

0 313

7
一

フﾐ町 3,674 0 0 0

8
Ｅ
亥匙野 4,703 360 0 0

9 寺町、野町、法島町 9,833 0 0 575

10 弥と_、泉ヶ丘一

一

4,987 150 0 0

11
緑が丘、泉野出町、長坂台、
富樫、円光寺、山科

16,091 0 08 0

12 を
垂

二 J

二、 犬見台､.有
』
ノ公1,2丁目、寺士血 10,242 0 8 0

13
ー

／

ｰ

可
凸
ノ公3,4,5丁目、家、

の 4,341 (） 0 0

14 西泉、泉本町 6，113 0 0 0

15
口
４
〃
ワ "jII、久安3,4,5,6丁目 7,004 0 0 0

16
、

ー

／<泉町、
可
■
｝ 末]野 8

フ
0 0 0 0

17 久安1,2r
一

目 957 0 0 0

18 馬替、高尾 8,570 0 0 0

19 額谷、額新町、大額、光が丘、額新保 12,949 0 1.3 0

20 四十万､三十刈 7,781 0 0 0

21 三馬 2,153
ゲ

300 0 0

22 刺||、城南、笠舞 10,1 0 0 176

23
本多町、幸町、新竪、十三間町、
片町、中央通町

7,577 0 0 516

24 三社、長土塀 3,562 0 0 255

25 昭和町、本町、堀jIl、笠市、此花 4,167 260 2 624

26 芳斉、玉川 3.001
ノ

0 1.5 0

27
彦三町、十間町､安江、武蔵
瓢箪、尾張

、

5,991 0 0 249

28 香林坊、高岡町、尾山町 1,279 0 0 0

29 長町 2,577 0 0 0

30
神田、増泉、御影町、中村、白菊、
千日町

8,559 0 0.9 339

31 新神田、本江町 2,810 0 0 0

32 東力 2.339
J

0 0.8 0

33 古府、松島、黒田、高畠、進和 7,635 0 lI 0

34 豊穂、下安原、北塚、南塚、神野 2,343 0 0 0

35 みどり、打木、副増、上安原、中尾 7
フ

7 0 0 0

36 專光寺､ニツ寺、赤十、佐奇森 2,104 0 0 0

37 西金沢、保古、八日市、矢木 12,978 0 2 0

38 八日市出町、新保本町、上荒屋 12，178 0 0.1 0

39
藤江北､南、松村、ニツ屋畝田、
無量寺、若宮、

一

－一宮、北田］
16,168 0 3.5 0



表4－9ノードにおける評価指標値（その2）

-84-

ノ ー ド番号 対象地域 人口 病床数
避難所面積

(ha)

40 金石、寺に．
、

ノ圭町、言1音堂、善光寺 15.345
ゲ

0 5.8 814

41 大！写町 l､940
グ

0 0 0

42 示野、

■
ｊ
〃 公7

一
、寸7

ー へ

目、袋畠 1,979 0 0 0

43
卓
ｊ
″
グ 安田町、

『
一

壺
云

４
４ 1.125

グ

0 0 0

44 玉
ユゴ

愛皇、入江、うぐ丸 5,900 0 1.2 0

45 一
■

一

乏田Z又町、元；
↑
瓦
ｖ 1.116

〃

0 9.1 0

46
駅西本町、長田、広岡、二口町
西念1丁目

、

5.774
夕

0 4 0

47 にコフ喬町、
一

戸 上安江1,2,3丁目 2,240 0 0 0

48 西念町、 一
〆 ≦安江町、諸江 10,852 0 1.5 (）

49 力』町、田上 4ﾗ605 0 0 0

50 若
・
ノ公、鈴見 5.909

〃

0 0 0

51 田≠
《
一町、天和ﾖ町、扇町、

．
』
〃 妾町、暁町 8,576 0 2.6 309

52
橋場、東山、森山、元町、
山の上、小金町、春日町

／j､橋町、
11.842

夕

0 0 2-404
少

53 兼六元町、小将町、大手町、広坂 1,947 0 0 0

54 横山町、東兼六町、材木町 3,876 0 0 308

55 京町、浅野本町1,2丁目、昌永町 3.076
グ

0 0 140

56 鳴和、神宮寺、乙丸 4.689
グ

250 3.2 0

57 神谷内、三池町、小坂、疋田 9,172
グ

0 1 0

58
福久、金市、荒屋、百坂、千木、

柳橋、法光寺、横枕
8.451

〃

0 0 0

59 吉原町、弥勒町、塚崎岩出、観法寺 3.336
グ

0 0 0

60 大場町、八日町、才田町、北､南森本 6,566 0 0 0

61 田中町、高柳町、宮保町 1_324
〃

0 0 0

62 木越町、大浦町、千田町、東蚊瓜 5,621 0 1.1 0

63 湊1丁目 79 0 0 0

64
浅野本町、沖町、磯部町、松寺町、
セツ屋、三浦

2,263 0 0 0

65
谷ツ

、
一
一
一

江
、

直
口

、
一
一
一

岡
、

近
端可

、
、
〕
，
勺
０

町
大

屋
、

問
出１１

、
空
ロ

洲
友

南
大

10.063 660 0 0

66 御供田、須崎、蚊瓜北間 2.181
グ

0 0 0

67 湊4丁目、戸水 1.103
グ

0 0 0

68 粟崎 8.115
”

0 0 0

69 湊2丁目 591 0 0 0

70 若松配水場

71 館山配水場
72 大桑配水場
73 浅川配水場
74 犀川配水場
75 野田配水場

76 四十万高区配水場
77 四十万中配水場

合計 394.596
グ

3.537
ゴ

67.3 7-022
〆






